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会
議
に
は
東
関
東
は
24
名
（
12
支
部
Ｏ

Ｂ
会
）
、
西
関
東
は
21
名
（
11
支
部
Ｏ
Ｂ

会
）
、
上
信
越
は
21
名
（
12
支
部
Ｏ
Ｂ
会
）、

東
北
は
31
名
（
21
支
部
Ｏ
Ｂ
会
）
の
総
勢

97
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

会
議
は
古
川
会
長
が
主
催
者
の
挨
拶
を

行
っ
た
後
、
伊
藤
事
務
局
長
か
ら
「
会
議
の

目
的
と
今
後
の
考
え
方
」
が
示
さ
れ
、
そ
れ

を
巡
っ
て
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

   

こ
の
「
支
部
Ｏ
Ｂ
会
代
表
者
会
議
」
は
昭
和

採
用
の
組
合
員
が
退
職
し
た
後
、
平
成
採
用

の
組
合
員
が
退
職
す
る
ま
で
の
約
10
年
間 

      

          

Ｏ
Ｂ
会
に
加
入
す
る
人
が
い
な
い
の
で
「会
員 

減
少
と
高
齢
化
」に
対
応
す
る
対
策
を
考
え 

る
た
め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。 

  
 

 

① 

会
員
が
減
少
す
る
前
に
、
エ
ル
ダ
ー
組 

合
員
を
拡
大
す
る
。 

② 

支
部
Ｏ
Ｂ
会
へ
活
動
の
軸
を
徐
々
に 

移
行
す
る
。 

③ 

か
っ
て
の
仲
間
の
単
組
Ｏ
Ｂ
会
と
交 

流
す
る
。 

④ 

日
本
退
職
者
連
合
と
の
連
携
を
強
め 

る
。 

   

会
議
で
は
、
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
の
拡
大 

と
支
部
Ｏ
Ｂ
会
の
強
化
に
つ
い
て
集
中
的 

な
議
論
を
行
な
い
ま
し
た
。 

（
１
）
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
の
拡
大
に
つ
い
て 

❍ 

エ
ル
ダ
ー
組
合
員
継
続
の
手
続
き
は
、 

現
役
に
し
か
で
き
な
い 

❍ 

会
社
と
の
面
談
後
に
手
続
き
を
し
て 

い
る
の
で
組
合
を
脱
退
す
る
人
が
多
い 

❍ 

組
合
主
催
の
退
職
者
激
励
会
に
参
加 

す
る
人
が
減
っ
て
き
て
い
る
。 

❍ 
Ｏ
Ｂ
が
家
庭
訪
問
し
て
、
エ
ル
ダ
ー 

組
合
員
を
Ｏ
Ｂ
会
に
加
入
さ
せ
た
。 

          

 

（
２
）
支
部
Ｏ
Ｂ
会
の
強
化
に
関
し
て 

❍ 

情
報
を
郵
送
し
た
い
が
財
政
難
な
の
で 

昨
年
の
助
成
金
は
大
変
助
か
っ
た
。 

❍ 

支
部
に
書
記
さ
ん
が
い
な
い
の
で
、
事

務
所
が
閉
ま
っ
て
い
る
時
が
多
い
。 

❍ 

役
員
交
代
期
に
き
て
い
る
が
、
次
の
担 

い
手
で
頭
が
痛
い
。 

❍ 

各
支
部
Ｏ
Ｂ
会
の
持
ち
回
り
で
レ
ク
を 

開
催
し
て
喜
ば
れ
て
い
る
。 

  
  

今
回
の
会
議
で
、
財
政
問
題
は
共
通
の
悩

み
な
の
で
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
は
今
年
も
各
支
部

Ｏ
Ｂ
会
に
助
成
金
を
出
す
。 

 

エ
ル
ダ
ー
問
題
に
関
し
て
は
現
役
が
大
き

く
絡
む
問
題
な
の
で
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
の
役
員

会
で
討
議
し
た
内
容
を
10
月
４
日
に
開
催
さ

れ
る
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
幹
事
会
・
各
地

本
Ｏ
Ｂ
担
当
者
合
同
会
議
」
に
報
告
す
る
。 

初
め
て
の
会
議
で
し
た
が
、
同
じ
Ｏ
Ｂ
会

強
化
に
向
か
っ
て
進
む
意
思
統
一
も
出
来
、

来
年
も
開
催
し
て
更
に
内
容
を
深
め
る
事
を

約
束
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。 

  

本
部
Ｏ
Ｂ
会
は
８
月
23
日
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
４
会
場
で
、
支
部
Ｏ
Ｂ
会
の
代
表

者
が
初
め
て
集
ま
っ
て
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
「
支
部
Ｏ
Ｂ
会
代
表
者
会
議
」

は
、
昨
年
ま
で
９
年
間
に
亘
っ
て
開
催
さ
れ
て
き
た
「
ブ
ロ
ッ
ク
別
地
本
Ｏ
Ｂ
会
三
役

会
議
」
に
代
わ
っ
て
、
開
催
さ
れ
る
新
し
い
会
議
で
す
。 

こ
の
会
議
で
は
、
今
後
Ｏ
Ｂ
会
員
の
減
少
と
高
齢
化
の
時
代
を
向
か
え
る
の
に
対
応

し
て
、
Ｏ
Ｂ
会
活
動
の
拠
点
が
支
部
Ｏ
Ｂ
会
に
序
々
に
移
行
し
て
い
く
事
に
対
す
る
意

見
交
換
を
活
発
に
行
い
ま
し
た
。 

        

会
議
の
目
的 

会
議
で
出
さ
れ
た
意
見 

東関東 
日時 2017年 8月 23日・13時 

場所 中央本部大会議室 

西関東 
日時 2017年 8月 24日・13時 

場所  中央本部小会議室 

上信越 
日時  2017年 8月 26日・13時 

場所  高崎地本会議室 

東 北 
日時  2017年 8月 30日・13時 

場所  盛岡地本会議室 

 

 

 

 支部ＯＢ会の代表者が 

＝エルダーや財政の悩みを話し合う＝ 

東北ブロック支部ＯＢ会代表者会議（盛岡） 

ブロック別「支部ＯＢ会代表者会議」日程 

４
つ
の
具
体
的
な
対
策
と
は 

ま
と
め
は
合
同
会
議
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千
葉
地
本
Ｏ
Ｂ 

会
が
紹
介
す
る
人 

は
〝
地
域
の
コ
ー 

 

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〟 

と
し
て
館
山
市
で
活
躍
し
て
い
る
小
池 

利
夫
さ
ん
で
す
。 

小
池
さ
ん
は
群
馬
県
の
出
身
で
、
地 

元
の
国
鉄
バ
ス
に
就
職
し
た
後
、
千
葉 

で
バ
ス
の
運
転
士
を
し
て
か
ら
東
京
の 

営
業
職
場
で
助
役
と
し
て
働
き
、
大
宮 

支
社
を
最
後
に
退
職
し
ま
し
た
。 

退
職
後
は
健
康
維
持
の
た
め
に
、
地 

域
の
「
ラ
ジ
オ
体
操
の
会
」
や
「
館
山 

 

歩
こ
う
会
」
に
入
っ
て
、
身
体
を
動
か
し 

て
い
ま
し
た
。 

現
在
の
小
池
さ
ん
は
、
退
職
者
の
中
で 

も
若
い
世
代
の
人
達
が
中
心
に
な
っ
て
超 

高
齢
化
社
会
を
支
え
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
、 

   

地
域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
を
買
っ
て 

出
て
、
地
元
の
高
齢
者
の
世
話
活
動
を
し 

て
い
ま
す
。 

特
に
近
所
で
も
一
人
暮
ら
し
の
家
庭
も 

多
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
仲
間
と
一
緒
に 
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独
居
老
人
の
家
庭
を
見
回
っ
た
り
、
相
談
相
手

に
な
っ
て
お
世
話
を
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
毎
朝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
体
操
を
国
民
休 

 
 

 
 

 
 

 
暇
村
の
広
場
で
行
っ
て
お

り
、
20
～
30
名
の
お

年
寄
り
が
喜
ん
で
参
加

し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
域
の
お
年
寄
り
か
ら

は
、「
若
い
の
に
よ
く
や
っ 

て
く
れ
る
」
と
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
自
分
が
変
わ
れ
ば
、
世
の
中
も
変
わ
る
」
を 

モ
ッ
ト
ー
に
、
今
日
も
元
気
に
飛
び
回
る
小
池

さ
ん
で
し
た
。 

（
千
葉
県
館
山
市
在
住
・
小
池
利
夫
・
68
歳
） 

 

  

 

 

   

わ
が
町
の 

 

有
名
人 

千葉地本ＯＢ会 

 

  
 
 
 

 

                  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
は
、
８
月
９
日
か
ら
３

日
間
の
日
程
で
韓
国
の
「
ソ
ウ
ル
地
下
鉄
労
組

結
成
30
周
年
記
念
集
会
」
に
、
Ｊ
Ｒ
総
連
の
榎

本
委
員
長
と
山
田
国
際
部
長
、
そ
れ
に
Ｊ
Ｒ

東
労
組
の
吉
川
委
員
長
の
３
名
と
共
に
、
本
部

Ｏ
Ｂ
会
の
古
川
会
長
と
伊
藤
事
務
局
長
が
招

待
さ
れ
ま
し
た
。 

本
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、
２
０
１
２
年
９
月
に
ソ
ウ

ル
地
下
鉄
労
組
を
13
名
で
訪
れ
、
初
め
て
韓

国
の
退
職
者
と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
以 

                      

 
                          

 

降
「
韓
国
に
も
退
職
者
組
織
を
・
・
・
」
と
云
う

気
運
が
生
ま
れ
、
ソ
ウ
ル
地
下
鉄
労
組
の
組

合
員
が
Ｊ
Ｒ
東
労
組
本
部
を
訪
れ
る
度
に
、

機
会
を
創
っ
て
は
交
流
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

今
年
ソ
ウ
ル
地
下
鉄
労
組
は
「
組
合
結
成

30
周
年
」
を
迎
え
、
８
月
10
日
19
時
か
ら

「
君
子
車
両
基
地
」
内
で
、
大
勢
の
組
合
員
が

参
加
し
て
、
闘
い
の
歴
史
を
映
像
や
ス
ピ
ー
チ

で
振
り
返
り
な
が
ら
組
合
結
成
30
周
年
を
祝

い
、
こ
れ
か
ら
の
30
年
を
創
り
出
そ
う
と
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
日
本
か
ら
参
加
し
た

５
名
も
紹
介
さ
れ
、
代
表
し
て
Ｊ
Ｒ
総
連
榎

本
委
員
長
が
連
帯
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。 

ま
た
こ
の
記
念
集
会
に
先
立
ち
16
時
か
ら

は
、
ソ
ウ
ル
地
下
鉄
労
組
本
部
の
会
議
室
で
古

川
会
長
、
伊
藤
事
務
局
長
が
参
加
し
て
、
ソ
ウ

ル
地
下
鉄
労
組
退
職
者
組
織
化
準
備
会
の
委

員
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

意
見
交
換
会
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
の

活
動
が
報
告
さ
れ
、
韓
国
側
か
ら
は
シ
ニ
ア
組

合
員
へ
の
宣
伝
活
動
や
財
政
等
、
結
成
に
向

け
た
課
題
や
悩
み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
訪
韓
で
、
ソ
ウ
ル
地
下
鉄
労
組
に
Ｏ

Ｂ
会
の
結
成
が
ま
た
一
歩
前
進
し
た
事
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。 

                        

                                  

春
爛
漫
、
各
地
で
お
花
見 

熱く決意を語る「たしろかおる」議員と奥様 

地
域
の
名
調
整
役 

ソウル地下鉄労組に招待され    
  

 
 

   

台
風
の
影
響
が
心
配
さ
れ
た
８
月
９
日
、

仙
台
地
本
・
米
沢
地
区
Ｏ
Ｂ
会(

長
尾
浩
会

長)

が
、
今
年
も
福
島
第
一
原
発
事
故
で
福
島

県
か
ら
米
沢
市
に
避
難
し
て
い
る
人
達
を
招

い
て
、「
避
難
者
支
援
夏
祭
り
」
を
万
世
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。 

こ
の
催
し
に
は
、
米
沢
地
区
Ｏ
Ｂ
会
の
外

に
隣
接
の
福
島
支
部
Ｏ
Ｂ
会
や
青
年
部
の
若

い
組
合
員
な
ど
18
名
が
参
加
し
て
、
盛
大

に
開
催
し
ま
し
た
。 

今
年
で
6
回
目
に
な
る
「
原
発
事
故
避
難

者
支
援
祭
り
」
は
、
例
年
好
評
の
「
流
し
そ

う
め
ん
」
や
「
綿
あ
め
」「
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
」

「
ス
ー
パ
ー
ボ
ウ
ル
す
く
い
」
な
ど
の
外
に
、

今
年
は
ス
イ
カ
も
振
る
舞
い
、
子
供
達
や
保

護
者
等
参
加
し
た
大
勢
の
人
達
を
喜
ば
せ
ま

し
た
。
特
に
約
8
ｍ
の
レ
ー
ン
を
流
れ
る

「
流
し
ソ
ー
メ
ン
」
は
子
供
達
に
は
大
人
気

で
、
時
た
ま
流
れ
て
く
る
ミ
ニ
ト
マ
ト
に
は

驚
き
な
が
ら
も
、
大
ハ
シ
ャ
ギ
で
し
た
。 

遠
く
福
島
県
か
ら
避
難
し
て
き
て
い
る
子 

            

 
 

   

供
達
も
、
こ
の
日
ば
か
り
は
楽
し
そ
う
に
『
流

し
ソ
ー
メ
ン
っ
て
お
い
し
い
ネ
」
と
、
口
い
っ
ぱ

い
に
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
様
子
を

見
つ
め
て
い
た
Ｏ
Ｂ
会
員
の
顔
も
、
い
い
お
爺

さ
ん
の
顔
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（仙
台
地
本
米
沢
地
区
Ｏ
Ｂ
会
） 

                       

          ＯＢ会幹事会 
ＪＲ東労組             合同会議 
          ＯＢ 担当者 

 

 ・日時  2017 年 10月 4 日（水）13 時 
 

 ・場所  目黒さつきビル 会議室 
 

エルダー、ＯＢ会組織強化等を 

話し合います 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
横浜地本ＯＢ 会の松山英司氏編集の 
 
絵鳩 毅氏の証言集を発刊 

 

 撫順の奇蹟を受け継ぐ会の神奈川支
部長の松山英司さん（大船支部ＯＢ会）
が、敗戦後シベリアの捕虜時代と戦犯
として中国に抑留されていた時代を証
言した絵鳩 毅氏の話を編集して発刊
しました。 
 

購読希望者は 

 松山英司さんまで（046-871-4263 TEL/FAX） 

 価格  1,900円 

 

 

 

退職前のシニアで結成準備を進める 

 今
年
も
原
発
避
難
者
と
交
流
し
ま
し
た 

流しそうめんを楽しむ大人や子供達 

挨拶をする榎本委員長（右端は通訳の鈴木書記） 


